
書 面 協 議 結 果 書 

会 議 名 令和３年度第３回守谷市環境審議会 

開催日時 令和４年３月１４日（月）～令和４年３月２９日（火） 

開催方法 書面協議 

出席委員 

鈴木榮会⾧，清野修副会⾧，月岡仁子，中村純一 

渡邊友子，望月孝史，稲川光一，飯田勝明，椎名誠 

松井宏樹，眞中学，横手睦彦，篠大太郎（敬称略） 

内  容 

協議事項 

（１）守谷市一般廃棄物処理実施計画（案）について 

報告事項 

（１）守谷市環境報告書について 

（２）令和３年度公害実態調査について 

公開又は非公開 書面にて審議するため協議結果のみ公開する 

 

議事内容 

協議事項 守谷市一般廃棄物処理実施計画（案）について 

協議結果 全員の賛成をもって承認 

付された主な意見等 

① 
「２．排出抑制のための方策」はできる限り数値目標を定め、

施策効果の検証をすることが必要である。 

② 

「生ごみの水切り方法の周知」、「子どもを対象とした常総環境

センター施設見学」、「環境出前講座」の実施や廃棄物減量等推進

員の活用しごみ減量につなげてほしい。 

③ 
市民に対し常総環境センターの焼却処理能力がひっ迫した状況

であることをもっと周知するべきである。 

④ 常総環境センターの稼働率が 99 パーセントを超え、ごみ排出の



減量が緊急の課題であることを、年次計画でも記載するべきであ

る。 

⑤ 
 使用済製品の有用金属のリサイクル回収を推進していただきた

い。 

⑥  最終処分場所を記載するべきである。 

 

報告事項 守谷市環境報告書について 

付された主な意見等 

① 
地球温暖化を防止するためにも、緑被率が 50 パーセントを下回

らないようお願いしたい。 

② 
放射性廃棄物の保管状況、最終処分の動向について記載するべ

きである。 

③ 
リサイクル伝言板に加え、地域情報サイト運営企業と連携しリ

ユース促進を考えてみてはどうか。 

④ 「ごみ排出量と資源化率」が分かりづらい。 

 

報告事項 令和３年度公害実態調査について 

付された主な意見等 

① 
「農業用水路・河川水調査」で基準値を超えた採水地の再調査、

原因究明が必要ではないか。 

② 公害苦情受理報告の件数が多いのか、少ないのか判断できない。 

③ 
 なぜ、公害実態調査が必要か、調査地点を含め俯瞰的な捉え方

が必要である。 

 
 

 

 


